
ラパ産ガネーシュヒマール水晶について                 

ガネーシュヒマール水晶の中で、最も多様性のある水晶が

多く産出されるのがラパの特徴です。 

一般に、ガネーシュヒマール産と呼ばれている水晶の多く

はラパ産です。  

ラパ・ガネーシュヒマール産水晶は、一つとして同じものは

ないといえるほど個性的な結晶が多いのが特徴です。 

クローライト（緑泥石）、サージェナイト(トルマリン・角閃石な

どが針状になったもの)ヘマタイト、マイカ、バイオタイトなどのインクルージョンが入った結晶や、ダブルポイ

ント、マルチターミネーター、曲がり水晶、セプター（松茸水晶、キノコ水晶）、エレスチャル(スケルタル)、ツ

インクォーツなど 形が個性的で珍しいもの、密度の非常に高い透明感があり、表面に光沢を放つもの、 

側面に結晶の成長の跡である特徴的なバーコード状の条線が刻まれたものや、先端のファセット面に三角

形状のレコードキーパーが見られるものなど、 多種多様な水晶が産出されます。 

 

 

リー産ガネーシュヒマール水晶について                 

リーは、ガネーシュの中でも小さな町で、 リー産のガネ

ーシュヒマール水晶は流通量が少なくとても希少です。 

リー・ガネーシュヒマール産水晶は、通常は半透明な結

晶が多いのですが、透明度の非常に高い結晶も少数見

られます。また様々な要素を含んだ魅力的な大きな単結

晶が産出されることもあります。 

クローライトが表面に付着したり、内包された緑泥水晶や、サージェナイト(主に角閃石)も産出され、ごく稀

にクローライトを含んだサージェナイトも見ることができます。  

スラリとしたエッジの美しいシャープな形状の結晶が多く産出されるのがリー産の特徴で、素晴らしい光沢

のある表面に、結晶の成長の跡である美しい条線（バーコード模様）や、ファセット面に「レコードキーパー」

が刻まれているものも見られます。 

ティップリン産ガネーシュヒマール水晶について                          

同じガネーシュヒマール産水晶の中でも、ティップリン産

の結晶は際立った特徴を持っています。  

水晶の密度が他の産地より高く、非常に高い透明度と

光沢のある結晶が多く産出され、半透明な部分が全くな

い 100％透明な結晶が産出されることもあります。 

結晶の表面に鉄分が付着して金色や虹色に輝く「ゴール

デンヒーラー」となって産出されるものも比較的多く、セプ

タークォーツ（松茸水晶、キノコ水晶）も産出されます。  

稀に通常のセプターより特別珍しいライトアメジスト（極淡い紫水晶）のセプタークォーツが産出されるのも

ティップリンの特徴です。 

 

 

 

ポカラ産水晶（アンナプルナ）について                  

ポカラ（アンナプルナ）では、主に透明水晶が産出されま

す。 

ポカラでは、一般的にカンチェンジュンガ産クラスターより

も大きめのクラスターが主に産出されていました。 

近年、白雲母（ホワイト・マイカ）の入った「ホワイト・ファン

トム」や、緑泥石（クローライト）の入った「グリーン・ファント

ム」など、 非常に珍しいクラスターが確認されていますが、

ポカラでそのような特別な結晶が産出され始めてからまだ

数年しか経っていません。 

ごく稀に緑泥水晶、手のひらサイズの小さめのダブルポイントやマルチターミネーターといった水晶も産出

されますが、 これらは透明感とは両立しないことが多いのが現状です。 

エッジがはっきりしてスラリとした結晶が多く、ポカラ産水晶の流通量は限られているので、現地では高値で

取引されています。 



ヒンドゥン産水晶について                          

ヒンドゥンは、ゴルカ（ガネーシュのふもと）とガネー

シュ山群のちょうど中ほどに位置し、 カトマンドゥ

からヒンドゥンの採掘現場までは、バスと徒歩合わ

せて約７日かかります。 

ヒンドゥン産の水晶は形に特徴があり、高さがあま

りなく、どちらかというと平べったい形状でずんぐり

型の結晶が多く見られます。  

 

ここで採掘できる代表的な水晶のミネラルとして、

アメジスト、ライトアメジスト、スモーキークォーツなどが見られます。  

 

 

 

 

カンチェンジュンガ産水晶について                    

標高 8,598mのカンチェンジュンガ山は、ヒマラヤ山脈

の中央左側に位置する世界第３位の標高の山です。 

カンチェンジュンガとはチベット語で、 「５つの宝を持つ

偉大な雪山」 という意味を持ちます。 

カンチェンジュンガで採取される主な水晶は、クラスタ

ーまたは単結晶の水晶になります。 

全体的に根元は白濁していて先は透明になっているの

が特徴ですが、 稀に根元から先まで透明で非常にク

リアな希少な透明水晶が産出される場合もあります。  

形状はインド・ブラジル・スイス産に似ており、エッジのはっきりしたすらりとしたもの、 針のように細く繊細

な結晶がたくさんついたクラスター、レーザーのような単結晶も見ることができます。 

 

ゴルカ産水晶について                            

チベットとの国境に隣接するガネーシュふもとの町

で、地域全体の面積は広いですが、多くの村の集合

として町のほとんどが構成されていて、 町にはレス

トランやゲストハウスが辛うじてあります。 

町から６～７時間かけてマナスルヒマール山（標高

8,167m）に近づくにつれて、水晶の採掘現場が現わ

れます。たまに豪雨後の山肌から水晶が顔を出して

いる事もあるそうで、雨上がりのタケノコのような光

景が連想されます。 

ゴルカ産の水晶は、特徴的な形と美しいファセット面を持ち、高さはあまりないので安定感のある結晶が多

いのが特徴です。 

また、スモーキークォーツが多く産出される地域でもあります 

 

タプリジュン産水晶について                         

タプリジュンはネパール最東部にあり、カンチェンジュ

ンガ（標高 8,598m）山群のふもとに位置します。 

カトマンドゥからビラトナガルまで飛行機で行き、さら

にビラトナガルからローカルバスで悪路を 15時間ほ

ど走り、 紅茶で有名なイラム地域を抜けて到着する

地域が、標高 1,824mに位置するタプリジュンです。 

タプリジュンからは、透明度はあまり高くないものの 1

本 1本の水晶がしっかりと太く伸びた手のひらサイズ

のクラスターが多く産出されます。 

中には非常に透明度が高く、虹やクラックなどが入って美しいクラスターや、マイカ（雲母）やフェルスファー

（長石）など他のミネラルが付着した水晶もあります。 

またタプリジュンは水晶の産地というよりは、ネパール特有のアクアマリン・トルマリンの産出地として知ら

れています。 

 



ダーディン産水晶について                          

ダーディン群は、カトマンドゥから西北に位置し北は中国（チベット）と国境を接し、標高は 300m から

7110m(Pawil Himal) の山に囲まれた山岳丘陵地帯です。 

 

クラスターの産出量は少なく、すっきりとしたポイントが

多く産出されるのが特徴的です。 

水晶自体の透明度は高いですが、表面の照りは他の

ヒマラヤ水晶に比べ、あまり見受けられません。 

またクロシドライトのインクルージョンが、ファントムを形

成しているものが多く、また小粒のダブルターミネター

も多く産出されます。  

 

 

 

エベレスト産水晶について                        

標エベレストで採取される水晶はアルペン水晶と言われていて約 4,000～5,000 メートル付近で採取された

石の事を言います。通常では採掘許可が下りないため流通は皆無に等しく、非常に希少価値の高い水晶

となります。  

エベレスト水晶は、結晶の形が細長く透明度が非常

に高いのが主な特徴です。 

また、全体的にスモーキーがかっていたり、トップま

たは根本に小さなクローライトを含むものが多いの

も特徴です。  

エベレストで採取されるクラスターは、他産のクラス

ターと違い、小さなクラスターで２～３本程度の結晶

がついているのが特徴です。 

結晶自体はカンチェンジュンガ産に似ている感じがありますが、ポイント一本一本で見ると、カンチェンジュ

ンガのものより長いのが特徴で、また小さいダブルポイントが多いのもエベレスト産の特徴で、ラパ産ガネ

ーシュヒマールやリー産ガネーシュヒマールとの違いが一目でわかります。 

 


